
受 験 番 号

平成27年度 (一次入試 )

理 科

(検査時間 9:30～ 10:20)

注意事項

1。 開始の合図で

◆ 解答用紙,問題用紙,下書き用紙の所定の欄に受験番号を書き入れなさい。
◆ 解答はすべて解答用紙の所定の欄に書き入れなさい。
◆ 問題文は10ページあり,その順序は 理 1 理 10 で示しています。
ページ漏れや印刷不鮮明などに気づいた場合には,手をあげなさい。

2.終了の合図で

◆ 机の上に,下から順に問題用紙,下書き用紙,解答用紙を置きなさい。
解答用紙だけは裏返して置きなさい。



理 1

【1】 植物の体のつくりとはたらきを調べるために,次の観察。実験を行った。(1)～ (4)の問いに答え
なさい。

日  タンポポ,マツ,イ ヌワラビ, ツユクサぅゼニゴケの体の
つくりをを見察し,ス ケッチした。

□  [図 1]のルーペを用いて, タンポポとマツの,花のつ

くりを調べた。

ロ タンポポとツユクサの,葉と根のつくりを調べた。
ロ イヌワラビとゼニゴケの,根,茎,葉の区別と胞子のう
を調べた。

[表]は ,□～□の結果をまとめたレポートである。
[表 ]

光合成で使われる気体を調べた。

[図 2]のように,試験管 Aに タンポポの葉を入れ,
息をふきこみゴム栓をした。試験管 Bには息だけを

ふきこみゴム栓をした。

試験管A, Bに 20～ 30分問,光 を当てた。

試験管A,Bに 少量の石灰水を入れ,再びゴム栓
をし,よ くふって石灰水のにごり方を比べた。試験

管 Bに比べて試験管Aの方がにごりが少なかった。

[図 1]

[図 2]
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ゼニゴケ

根,茎,葉の区
別がない。

雌株に胞子のう

がある。

ツユクサ

・葉脈は平行にな

っている。
・ひげ根である。

イヌワラビ

・根,茎,葉の区
別がある。
・葉の裏に胞子の

うがある。

マ ツ

・花弁やがくはな

ヤヽ 。

・サ畦花のりん片に

胚珠がついてい

る。

タンポポ

・花弁がくっつい

ている。
・葉脈は網目状に

なっている。
・主根と狽J根があ

る。

(1)□で,採取したタンポポの花を手でもって観察するときの,
ア～工から1つ選び,記号で書きなさい。
ア ルーペを花に近づけ,顔だけを前後に動かす。
イ ルーペを目に近づけ,花だけを前後に動かす。
ウ 顔と花を動かさず,ルーペだけを前後に動かす。
工 花を動かさず,ルーペを目に近づけ,顔を前後に動かす。

ルーペの使い方として適切なものを,

(2) 調べた植物を,[図 3]の ように,観点 1～ 4に   [図 3]
よりA～ Eになかま分けした。観点 1は「種子をつくるか,
つくらないか。」であり, タンポポはA,ゼニゴケはEのな
かまである。① ,②の問いに答えなさい。

① 観点 2～ 4と して適切なものを,ア～オから1つずつ選
び,それぞれ記号で書きなさい。

ア 根,茎,葉の区別があるか,ないか。
イ  葉打Fkが網目】犬か, 平行か。

ウ 胞子をつくるか,つ くらないか。
工 葉緑体があるか,ないか。
オ 胚珠が子房の中にあるか,む きだしになっているか。

理 2

② 次のア～力は,生活のなかで食用として利用している植物の名称とその写真である。 [図 3]の

観点 1～ 4でなかま分けしたとき, Bの なかまに分類される植物として適切なものを, ア～力から

全て選び,記号で書きなさい。

ア エンドウ        イ スギナ         ウ イチョウ (ギ ンナン)

(3)□で,下線部のようになったのはなぜか。その理由を試験管A,Bそれぞれの二酸化炭素の量の変
イしと,光合成のはたらきにふれて,解答欄の1行 目の書き出しに続けて書きなさい。

(4)次の文は,□～日の実験のほかに,光合成に光が必要かどうか確かめるための対照実験の計画で
ある。文中の ( a )～ ( c )に当てはまる語旬の組み合わせとして適切なものを,ア～力から

1つ選び,記号で書きなさい。

| □～□の試験管Aと比較するため,別の試験管Cを用意し,タ ンポポの葉を ( a ),息を ( b ),

|ゴム栓をする。試験管Cに光を ( c ),20～ 30分後に少量の石灰水を入れ,に ごり方を調べる。
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理 3

〔2】 大気中の水蒸気の変化を調べるために,次の実験を行った。(1)～ (4)の問いに答えなさい。

□  9時から15時まで2時間おきに,理科室
内の空気の露点を調べた。

□  [図 1]の ように,金属製のコップにく
み置きの水を入れ,温度をはかった。水の

温度は室内の気温と同じであった。

□ [図 2]の ように,細かくくだいた氷を
入れた試験管を金属製のコ ッヽプの中に入れ,

水の温度を少しずつ下げた。

ロ セロハンテープをはった境めのところ
を観察し,コ ップの表面がくもり始めたと

きの水の温度をはかった。

[表 1]は,□,□の結果をまとめたも
のであり,[表 2]は ,それぞれの気温に

対する飽和水蒸気量を表している。

[表 2]

[図 2]
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[表 1]

み置きの水

セロハンテープ

金属製のコップ

ゴム栓

ひ も

[図 3]□ 雲ができるようすを調べた。
□  [図 3]の ような装置を組み立て,フ ラスコの

中を少量の水でぬらした後,線香の煙を入れた。
フラスコの中の温度をはかったところ,18.0℃ で

あった。

ロ  ピストンを引いたり,お したりしたときのフラ
スコの中やゴム風船のようすと,温度の変化を調
べた。

[表 3]は,日の結果をまとめたものである。

[表 3]

注射器
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サーミスター

15卜手

23

8

13時

23

9

11時

21

8

9時

18

7

くみ置きの水の温度 〔℃〕

くもり始めの水の温度 〔℃〕

温度 〔℃〕
17.3

18.7

ゴム風船のようす

ふくらんだ

しばんだ

フラスコの中のようす

くもった

くもらなかった

ピス トンを引いたとき

ピストンをおしたとき

(1)□～□で,空気の湿度やふくまれている水蒸気の量について,①～③の問いに答えなさい。
① 9時の理科室内の空気の湿度は何%か。四拾五入して整数で求めなさい。
② 理科室内の空気 l m3中 にふくまれている水蒸気の量が最も多い時刻として適切なものを,
ア～工から1つ選び,記号で書きなさい。

ア 9時   イ 11時    ウ 13時   工 15時
③ ②の時刻で,理科室内の空気の体積が 250m3と すると,室内の空気全体にふくまれている水蒸
気の量は何 kgか。可ヽ数第一位まで求めなさい。

理 4

(2)次の文は,日でフラスコの中がくもった原因について考察しているときの,ゆ うまさんとあおいさ
んの会話である。①,②の問いに答えなさい。

ゆうま :なぜピストンを引くと, くもったのかな。

あおい :ピス トンを引くと,ゴム風船もふくらんだよ。

ゆうま :ゴム風船がふくらむのは,フ ラスコの中の気圧が ( a ),

からだと思うよ。

あおい :それにビス トンを引くと,フ ラスコの中の空気の温度は (

ゴム風船内の空気が ( b

c )い るよ。
ゆうま :わかった。ピストンを引くと,中の空気が

フラスコの中がくもったんだ。

ため
,

① 正しい文になるように,( a )～ ( c )イこ当てはまる適切な語旬の組み合わせを,
から1つ選び,記号で書きなさい。
ア a上がり  b圧 縮された  c上 がって
イ a上 がり  b膨 張した   c下 がって
ウ a上がり  b圧 縮された  c下 がって
工 a下がり  b膨 張した   c上 がって
オ a下がり  b圧 縮された  c下 がって
力 a下 がり  b膨 張した   c下 がって
② 文中の
なさい。

に当てはまる言葉を,「露点」「水蒸気」という2つの語旬を用いて,簡潔に書き

(3)(2)で,ゆ うまさんとあおいさんが考察したしくみにより,陸上に雲ができるのはどんなときか。
最も適当なものを,ア～工から1つ選び,記号で書きなさい。
ア 高気圧の中心部で,風がふきだしているとき。
イ 寒気が暖気をおし上げているとき。
ウ 夜,陸から海へ向かって風 (陸風)がふいているとき。
工 山頂からふもとへ空気がふきおりているとき。

(4)雨 やくもりの日の夜よりも,晴れた日の夜の
方が冷えこ咎。そのため,[図 4]の ように内
陸の盆地では,風のない晴れた日の深夜から早
朝にかけて,霧が発生する。晴れた日の夜の方
が冷えこむのはなぜか。その理由を,「宇宙空間」

「地面の温度」という2つの話旬を用いて,解
答欄の 1行日の書き出しに続けて書きなさい。

[図 4]由 布市湯布院町の朝霧

(由布院温泉
=見

光協会ホームページより)

ア～カ



日 うすい塩酸などに電流が流れるかどうか調べた。
□ 精製水の入ったビーカーを5つ準備し, 1つは
そのまま,残 りの4つのビーカーには,それぞれ

塩酸,食塩,水酸化ナトリウム,エ タノールを少

量入れ,水溶液をつくった。

□  [図 1]の装置で,まず精製水に電極を入れ,
電流が流れるか調べた。同様に,残りの4つの水溶

液にそれぞれ電極を入れ,電流が流れるか調べた。

[表 1]は ,□の結果をまとめたものである。

[表 1]

電流

流れない

流れる

流れる

流れる

流れない

調べた液体

精製水

うすい塩酸

食塩水

水酸化ナ トリウム水溶液

エタノール水溶液

日

□

うすい塩酸の電気分解を行った。

[図 2]の ような装置を組み立て, ピンチコッ
クが閉じていることを確認して, うすい塩酸をガ

ラス管に入れ,ゴム栓をした。

ピンチコックを開き,電圧をかけると,陰極 ,

陽極ともに気体が発生した。

電源を切り, ピンチコックを閉じてから,集 ま

□

日

った気体の量を比べたところ, 陽極側の気体の量

は,陰極側の気体の量より少なかった。

陰極側のゴム栓をはずし,集まった気体にマッ

チの条をすばやく近づけたところ,音を立てて燃

えた。次に,陽極側のゴム栓をはずし,集 まった

気体に水性ペンで赤色をつけたる紙を入れたとこ

ろ,赤 インクが脱色した。

日 うすい塩酸の中和のようすを調べた。
□ うすい塩酸 10 mLを 入れたビーカーを用意し,
緑色のBTB液 を数滴入れたところ,液の色は黄
色になった。これに [図 3]のように, こまごめ
ピペ ッヽトで水酸化ナトリウム水溶液を2mLずつ

加え, 2つの水溶液を混合した後の液の色を調べ

た。

[表 2]は,□の結果をまとめたものである。

[表 2]

[図 1]

[図 2]

[図 3]
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ろ紙

E

Ｏ

日
［◎

一〇
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加えた水酸化ナトリウム水溶液の体積 〔mLl

2つの水溶液を混合した後の液の色

理 5

【3】 うすい塩酸の性質を調べるために,次の実験を行った。(1)～ (6)の問いに答えなさい。

理 6

(1)次 の文は,□,□の結果をまとめたものである。文中の (

それぞれ書きなさい。

a ( b )に 当てはまる語旬を,

[表 1]か ら,電流を流す物質と流さない物質があることがわかる。水に溶かしたとき,水溶液

に電流が流れる物質を ( a )と いう。また,( a )が 水に溶け,陽 イオンと陰イオンに分か

れることを (b)と いう。

(2)□で,同 じ電極を用いて,調べる水溶液をかえるときは,電極にある操作を行う。この操作を簡潔
に書きなさい。

(3)□～日で,発生した気体について,①,②の問いに答えなさい。
① 陽極で発生した気体は何か。名称を書きなさい。
② □で,下線部のように,陽極側の気体の量が少なかったのは,その気体のどのような性質のため
か。簡潔に書きなさい。

(4)□～□で, うすい塩酸を電気分解したときの化学変化を,化学反応式で書きなさい。

(5)[図 4]は,□で,「うすい塩酸10 mLJと 加えた「水酸化ナトリウム水溶液2mL」 ,「 2つの水溶

液を混合した後」のそれぞれのようすを,模式的に表したものである。[図 4]を参考にして,加え

た「水酸化ナトリウム水溶液4 mL」 ,「 2つの水溶液を混合した後」のそれぞれのようすを,イ オン

の種類と数,中和によって生じた水の分子の数に着日して,解答欄の模式図を完成させなさい。なお,
「うすい塩酸 10 mL」 のようすは,[図 4]と 同じである。

[図 4]

→

うすい塩酸 10 mL       水酸化ナトリウム     2つ の水溶液を混合した後
水溶液 2 mL

(6)□で,加えた水酸化ナトリウム水溶液の体積と, 2つの水溶液を混合した後のビーカー中にふくま
れている水酸化物イオンの数の関係を表したグラフとして最も適当なものを,ア～工から1つ選び,

記号で書きなさい。

ア           イ           ウ           エ
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化
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理 7

【4】 光や音の性質を調べるために,次の実験を行った。(1)～ (5)の問いに答えなさい。
日 光の屈折や反射のようすを調べた。
□  [図 1]の ように,水平な台の上に厚さ15 mmの
直方体ガラスと,同 じ厚さの台形のガラスを置いた。
それぞれの側面に光源装置から台に平行に光を入射

し,光の進む道すじを調べた。

[図 2]は,直方体ガラスに光を入射したときの
光の進む道すじを,台の真上から見て模式的に表し
たものである。

□ 水平な台の上に方眼紙を置き,鏡を垂直に立てた。
光源装置を0点に置き,鏡に光を当てたところ,反
射した光はP点に立てた鉛筆のキャップに当たった。

[図 3]は,0点,P点および鏡の位置関係を,
台の真上から見て模式的に表したものである。

□ 0点の方向から鏡をのぞくと,鉛筆のキャップの
像が鏡の奥に見えた。

[図 1]

[図 2]

号砲

[図 3]

光源装置

台形のガラス

光の入射

鏡

直方体ガラス

光の入射

直方体ガラス

光源装置

P.|

□ 音が空気中を伝わる速さを調べた。
□  [図 4]の どぅ?ぅに,生徒が 20mの 間隔で一直線
上にならび,号砲の係の人に背を向け,手 をあげて
立った。

□ 係の人が号砲をならし,音が聞こえたら生徒は手
をおろした。このようすを,生徒全員が撮影できる

位置からビデオで記録した。

[図 4]

ロ ビデオを再生し,号砲の係の人に最も近い生徒が手をおろしてから,
の生徒が手をおろすまでの時間をはかったところ,0.29秒だった。
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その生徒より100m先

(1)次の文は,□の結果をまとめたものである。文中のa, bの (  )に当てはまる語旬として適切
なものを,ア ,イ からそれぞれ1つずつ選び,記号で書きなさい。

光が空気中からガラスに進むときには,入射角は屈折角より a(ア 大きい

光がガラスから空気中に出るときには,入射角は屈折角より b(ア 大きい

(2)□で,台形のガラスに光を入射したときの光の進む道すじを,台の真上から見て模式的に表したも
のとして最も適当なものを,ア～工から1つ選び,記号で書きなさい。
ア          イ          ウ          エ

(3)□で,0点を出て鏡で反射してP点の鉛筆のキャップに当たった光の進む道すじを,解答欄に作図
しなさい。また□で,0点の方向から鏡をのぞいたときの鉛筆のキャップの像の位置を,解答欄の図
に。で 示 して表 しなさい。

(4)□～□で,音が空気中を伝わる速さは何 m/sか。四捨五入して整数で求めなさい。ただし,それ
ぞれの生徒が号砲が聞こえてから手をおろすまでの時間は,全員等しいものとする。

(5)「音が空気中を伝わる速さは,光と比べると非常に小さい」ことを,生活のなかで感じられる例を
用いて,簡潔に説明しなさい。

イ小さい)。

イ小さい)。

理 8

【5】 次の (1)～ (4)の問いに答えなさい。

(1)金属球のもっている位置エネルギーや運動エネルギーの大きさについて調べるために,次の実験を
行った。①～③の問いに答えなさい。

□ [図 1]の ような装置を組み立て,質量 33gの金

属球を,机の面から金属球までの高さが5cmの地

点から手を離して落下させ,木片にあてた。

□ 速さ測定器の値を読み,木片に衝突直前の金属球
の速さを求めた。また,木片の移動距離をものさし

ではかった。

□ 机の面から金属球までの高さを,10 cm,15 cm,
20 cmに かえ,□,□の実験をくり返した。

□ 質量33gの金属球を,同 じ大きさで質量49gの
金属球にかえ,同様に□～□の実験を行った。

[表 1]は ,□～□の結果をまとめたものである。

[表 1]

質量 33gの金属球
20

1.4

12

15

■2

9

10

1.0

6

5

0,7

3

0

0

0

金属球までの高さ〔cm〕

金属球の速さ 〔m/s〕

木片の移動距離 〔cm〕

木片の移動距離

質量 49gの金属球
20

■4

18

15

1.2

13.5

10

1.0

9

5

0.7

4.5

0

0

0

金属球までの高さ 〔cm〕

金属球の速さ 〔m/s〕

木片の移動距離 〔cm〕

[図 1]

ものさし

速さ測定器

ものさし

① [表 1]を もとにして,質量 33gの金属球において,金属球までの高さと木片の移動距離の関係

を,グ ラフに表しなさい。ただし,縦軸の (  )内に適切な数字を書くこと。

② 次の文は,□～□の結果について考察しているときの,生徒と先生の会話である。正しい文に
なるように,( a )～ ( c )に 当てはまる適切な語旬の組み合わせを,ア～工から1つ選び,
記号で書きなさい。

先生 :①で表したグラフから, どのようなことがわかりますか。

生徒 :物体のもっている位置エネルギーは,物体の位置が高いほど ( a )こ とがわかります。

先生 :そ うですね。では,物体の質量と位置エネルギーの大きさには,どのような関係があると考

えられますか。

生徒 :質量が ( b )金属球を,高 さが ( c )地点から落下させたときの結果を比べてみると,
物体の質量が大きいほど位置エネルギーは大きいことがわかります。

先生 :そのとおりですね。

ア a大 きい
イ a大きい
ウ a刺 さヽい

工  a小 さい

b同 じ

b異なる

b同 じ

b異なる

c異なる

c同 じ

c異なる

c同 じ

③ [表 1]で,金属球の質量が同じとき,金属球の速さと運動エネルギーの大きさの関係として適

切なものを,ア～工から1つ選び,記号で書きなさい。

ア 速さが2倍になると,運動エネルギーは2倍より大きくなる。
イ 速さが2倍になると,運動エネルギーはちょうど2倍になる。
ウ 速さが2倍になると,運動エネルギーは大きくなるが, 2倍より小さい。
工 速さが2倍になっても,運動エネルギーは変わらず,一定である。



□ [図 2]の ように,鉄粉6gと活性炭 3gを
蒸発皿に入れ,よ くかき混ぜ,そ こに食塩水を
5mL加えたところ,温度が上昇した。
□ [図 3]の ように,試験管に塩化アンモニウ
ムlgと 水酸化バリウム3gを順に入れ,そ こ
に水を2mL加 えたところ,ア ンモニアが発生
し,温度が下がった。
□ 鉄と硫黄の混合物を試験管に入れ,混合物の
上部を加熱すると,激しく反応した。

[図 2]

活性炭

[図 3]

温度計
資塩水

鉄粉

水酸化
バリウム

塩化
アンモニウム

理 9 理 10

① □～□で,カ バーガラスをかぶせるときには,
[図 5]の ように片方からゆっくりと下げながら

行う。その理由を簡潔に書きなさい。

② 次の文は,[図 4]の A～ Cのスケッチが,それ
ぞれどの細胞のスケッチであるかを考察したもの

である。文中の ( a )～ ( c )に 当てはま
る語旬として適切なものを,それぞれ書きなさい。

[図 5]

A～ Cの スケッチを見ると,細胞には 1個のまるい ( a )と いうつくりがある。しかし,A
とCに は, Bに ない特徴があり,細胞膜の外側に ( b )と よばれる丈夫なつくりが見られる。

さらにAでは,Cにはない細長い 2つの細胞が向かい合ってできた ( c )と よばれる穴が見ら

れる。これらのことから,Aはツユクサの葉の裏側,Bはほおの内側,Cは タマネギのりん茎のス

ケッチとわかる。

(4)四 季の星座の移り変わりを調べるために,次の実習を行った。①,②の問いに答えなさい。

① 次の文は,星座の移り変わりについて考察しているときの,生徒と先生の会話である。正しい文
になるように, a, bの (   )に当てはまる適切な語旬を,ア～工からそれぞれ 1つずつ選び,
記号で書きなさい。

生徒 :昨 日の午後 6時ごろ空を見たら,南の方向にペガスス座が見えました。

先生 :そのことから,昨 日の地球の位置は,[図 7]のどの位置だったと思いますか。

生徒 :a(ァ A  イ B  ウ C  工 D)の位置だと思います。昨日の真夜中に南の方向に
b(ア さそり座  イペガスス座  ウオリオン座  工 しし座)が観察できたことも,
理由の1つです。

先生 :そ うですね。では, 1か 月後の午後 6時ごろに,ペガスス座はどの方向にあると思いますか。

生徒 :地球が太陽のまわりを公転しているので, 1か月後の午後 6時ごろには,昨 日見えた方向よ

りも 移っていると思います。

先生 :そのとおりです。実際に継続観測して確かめてみましょう。

② 文中の に当てはまる最も適当な語旬を,ア～工から1つ選び,記号で書きなさい。

イ 東に 30°    ウ 西に 15°   工 西に 30°

(2)化 学変化と熱の出入りを調べるために,次の実験を行った。①,②の問いに答えなさい。

① 次の文は,□,□の結果をまとめたものである。文中の ( a )イ こ当てはまる語旬を書きなさい。
また,文中のもの (  )に当てはまる語旬として適切なものを,ア ,イ から1つ選び,記号で書
きなさい。

化学変化では,熟の出入りがあり,このような熱を ( a )と いう。周囲に熟を放出する化学
変化と,周囲の熱をうばう化学変化に分けられ,□は, b(ア 発熱 イ吸熱)反応である。
② あつしさんは,□,□の化学変化と熱の出入りの関係を,次の手順 1～ 3により模式的に表した。
あつしさんの表し方を参考にして,手順1,2に従い,□の化学変化と熟の出入りの関係を,解答
欄に模式的に表しなさい。

1手順 1…化学変化を物質名を使って式で表した。

1手順 2…式の左辺から右辺へ書いた  ⅢⅢの下の c
l    周囲から熱をうばう場合は ↑ を書いた。
1手順 3…その下のd(   )の 中に熱と書いた。

)に ,周囲に熱を放出する場合は ↓ ,

□の化学変化と熱の出入りの関係
鉄 + 酸素 ―→ 酸化鉄
c( ↓ )
d(熟 )

化学変化と熱の出入りの関係

水酸化バリウム +塩 化アンモニウム
C(
d(

塩化バリウム +ア ンモニア +水

ピンセッ ト

スライドガラス

カバーガラス

↑

熱
)

(3)植物の細胞のつくりと動物の細胞のつくりの違いを調べるために,次の観察を行った。①,②の問
いに答えなさい。

□  [図 6]の ように,四季を代表する星座絵を4枚つくり,教室の四方に立った。Aの位置で太陽

を背に, 日本が真夜中になるように立ち,見 える星座を調べた。真夜中に南の方向には, さそり座

が見えた。

□ 地球儀を移動させ,同様にしてB～ Dの位置で調べた。
[図 7]は,□,□のようすを模式的に表したものである。

[図 6] [図 7]

A  公転する方向   D

太陽の模型
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B C
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ロ  タマネギのりん茎 (食べる部分)の一片の内側に,カ ッターナイフで 5mm四方の切りこみを入
れ,表皮をはがし,ス ライドガラスにのせた。染色液を 1滴落として, 3分問ほどおき,カバーガ
ラスをかぶせた。

□ ほおの内側を綿棒でこすりとり,綿棒をスライドガラスにこすりつけた。染色液を1滴落として,
1分間ほどおき,カバーガラスをかぶせた。

ロ ツユクサの葉の裏側にカッターナイフで切れ目をつけた。太いすじをつまみ,表皮をはぎとり,
スライドガラスにのせた。水を1滴落として,カバーガラスをかぶせた。

□ □～□のプレパラートを顕微鏡で観察し,スケッチした。

[図 4]の A～ Cは,□～□のプレパラートのいずれかのスケッチである。

[図 4] A B C

ア 東に 15°
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